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問題解決能力を育む
プログラミング教育の在り方

～プログラミング的思考の教科横断的活用と振り返りを通して～

京都市総合教育センター研究課 研究員 木村祐太

令和２年度 第22回教育研究発表会

本日の流れ

①本研究で目指す資質・能力

②ポイント１：教科横断的な取組

③ポイント２：振り返りの充実

④成果と今後の展望

これからの時代

第４次産業革命

クラウド
インターネット

IoT

人工知能

予測困難な社会

新たな価値
創造性

前例，答えがない

人間の強み

資質・能力 振り返り教科横断的 成果と展望

問題解決能力
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予測困難な社会

新たな価値
創造性

前例，答えがない

人間の強み

資質・能力 振り返り教科横断的 成果と展望

問題解決能力

プログラミング的思考

プログラミング的思考

○複雑な問題や動きを分解して，全体を見通す。

〇抽象化（大切な部分を抜き出して，詳細を省く）する。

○問題解決手順を順序だてて考える。

○解決手順のパターンを見つけ，他の問題に応用する。

〇意図に合わせて評価し，修正する。

資質・能力 振り返り教科横断的 成果と展望

○分解（分解して，全体を見通す）

図書室
の問題

利用者 本

設備

少ない

マナーが悪い 読みたい本が貸し出し中

読みたい本がない

読みたい本を探しにくい

部屋が暗い

高学年少ない

委員会

当番を忘れている

ふざけている

資質・能力 振り返り教科横断的 成果と展望



A分科会 研究発表Ⅱ 2021/2/19

3

○抽象化
（大切な部分を残す，詳細を省く）

図書室をよりよくするために，どんなことに取り組むか。

高学年の姿勢に問
題がありそうだ。

読みたくなるような本が
すぐに見つからない。

利用者が増えるように
・高学年で読書の意義を共有する
・読みたい本に出合えるよう改造 解決の方向性を

定める

資質・能力 振り返り教科横断的 成果と展望

マナーが悪い

読みたい本が貸し出し中

読みたい本がない 読みたい本を探しにくい

部屋が暗い高学年少ない

当番を忘れている

ふざけている

○アルゴリズム的思考（順序だてる）
〇(動きの)分解

個々の改造案実現の
手順も考える。

読書の必要性について討論する

グループに分かれて計画する

改造案を考える

読書は必要か

別の利用法を考える

いいえ

はい

資質・能力 振り返り教科横断的 成果と展望

〇応用する

解決の方向性が
間違っている？

○評価・修正（意図に合わせて）

利用者が増えるように

手順が
間違っている？

資質・能力 振り返り教科横断的 成果と展望

おすすめコーナーの
運営計画・更新手順

・高学年で読書の意義を共有する
・読みたい本に出合えるよう改造
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が働く２つの問題解決力

〇手順を最適化する力

〇解決の方向性を考える力

プログラミング的思考

資質・能力 振り返り教科横断的 成果と展望

資質・能力 振り返り教科横断的 成果と展望

目指す児童の姿

資質・能力 振り返り教科横断的 成果と展望

必要に応じて選択

順序だて
↓

評価修正

目指す児童の姿
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資質・能力 振り返り教科横断的 成果と展望

目指す児童の姿

資質・能力 振り返り教科横断的 成果と展望

目指す児童の姿

必要に応じて選択

分解

本研究で目指す資質・能力

プログラミング的思考を生かしながら，

創造的に問題解決をする力

身近な課題を自分で工夫して

必要に応じて，選択する

資質・能力 振り返り教科横断的 成果と展望
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ポイント１：教科横断的な取組

・汎用性の実感

・習熟

・教科特性を生かす

資質・能力 振り返り教科横断的 成果と展望

資質・能力 振り返り教科横断的 成果と展望

手だて①：思考スキルと思考ツール

思考スキル

関係づける 要約する 広げる
構造化する 順序だてる 焦点化する
多面的に見る 抽象化する 比較する
評価する 理由づける 分類する

など

資質・能力 振り返り教科横断的 成果と展望

手だて①：思考スキルと思考ツール

①小さな動きに分ける
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資質・能力 振り返り教科横断的 成果と展望

手だて①：思考スキルと思考ツール

思考の見える化
（図式化，言語化）

②順番に並べる

順序立てるアルゴリズム的思考

汎用性の実感

資質・能力 振り返り教科横断的 成果と展望

手だて①：思考スキルと思考ツール

多面的に見る分解

資質・能力 振り返り教科横断的 成果と展望

手だて①：思考スキルと思考ツール

評価・修正
P（プラス）
【よい所】

M（マイナス）
【だめな所，直したらよい所】

I（インタレスティング）
【おもしろい，ぎもんなど】

抽象化

焦点化

構造化

評価
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手だて①：思考スキルと思考ツール

比べる

広げる

理由づける

資質・能力 振り返り教科横断的 成果と展望

もも みかん

手だて②：各教科で部分的活用

資質・能力 振り返り教科横断的 成果と展望

・違いが見える
・共通点が見える

→話し合いやすさ

手だて②：各教科で部分的活用

資質・能力 振り返り教科横断的 成果と展望

手順が正しいか
実験で評価修正
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手だて②：各教科で部分的活用

資質・能力 振り返り教科横断的 成果と展望

コロナが
広がる
原因

手だて②：各教科で部分的活用

資質・能力 振り返り教科横断的 成果と展望

五
日
前
に
，
よ
る
ご
は
ん
で
そ
う

め
ん
と
天
ぷ
ら
を
食
べ
ま
し
た
。

そ
う
め
ん
の
し
ょ
っ
感
は
ツ
ル
ツ
ル

で
，
シ
ュ
ル
っ
と
食
べ
た
時
に
音
が

し
ま
し
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
作
っ
て
く
れ
て

だ
し
の
味
が
し
ま
し
た
。
お
い
し

か
っ
た
で
す
。

思考過程が見える
→支援しやすい

手だて②：各教科で部分的活用

資質・能力 振り返り教科横断的 成果と展望
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手だて②：各教科で部分的活用

資質・能力 振り返り教科横断的 成果と展望

住んでいて
より安心
できる町

何を問題点と捉えたか
見返すことができる

手だて③：総合的な学習の時間の活用

課題の設定

課題の設定

【分解】
情報を多面的に収集する。

【抽象化】
大切なキーワードを見出す。
→解決の方向性を考える

【分解・順序だてる（アルゴリズム的思考）】
計画を立てる。表現の構成を考える

【抽象化】
大切なキーワードを見出す。
→解決の方向性を考える

【評価・修正】
よりよいものにする。

手だて③：総合的な学習の時間の活用
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手だて③：総合的な学習の時間の活用

次の活動の
方向性の明確化

ポイント２：振り返りの充実

・思考のメタ認知（どのように考えたか）

・有効性（どのような良さがあるか）

→選択する力

資質・能力 振り返り教科横断的 成果と展望

計画を考えて，
（有効性）それをわかりやすく説明するために，
ステップチャートに順序だてよう

（有効性）良い点と悪い点をはっきりさせて
プロジェクトをよりよくするために
PMIチャートを使って評価しよう

手だて④：授業終末の振り返り

資質・能力 振り返り教科横断的 成果と展望
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手だて④：授業終末の振り返り
〇何をしたことが（どのように考えたことが，何を使ったことが）
〇どのような点で良かったのか

資質・能力 振り返り教科横断的 成果と展望

分数と小数や整数が混ざった計算をすると
きは，分数に置き換えると計算できる。
ステップチャートを使うと，情報が整理さ

れて分かりやすくなる。算数の基本にははか
せ（はやく，かんたんに，せいかくに）があ
るので，ステップチャートは算数に向いてい
ると思った。

（６年生「分数×分数」での振り返りから）

国語科
「夏の楽しみ」

分解

算数科
「わり算のひっ算」
アルゴリズム的思考

習得期 選択活用期

ICT活用

総合的な学習の時間

「やさしいまち○○」
全要素（○○は校区名）

算数科「面積」
アルゴリズム的思考 国語科

「世界に誇る和紙」
全要素

総合的な学習の時間
「未来をひらく」
全要素

手だて⑤：選択を委ねる
カリキュラム・マネジメントの視点

手だて⑤：選択を委ねる

発見 私たちの身の回りにはどんな便利な機械があるのかな

追究 私たちの暮らしをよくするプログラムは

どのようにして組まれているのだろう

提案 未来をひらく「幸せプラン交流会」を企画しよう

熟成 専門家のアドバイスをもとに練り上げよう

表現 幸せプラン交流会を実行しよう

プログラミングとは～だ。なぜなら～。

探究課題 情報化の進展と私たちの生活（情報）

この主張を考えられるように，必
要な思考ツールを自分で選んでみ
てください。
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手だて⑤：選択を委ねる

お話を聞く

・村田製作所の方
・島津製作所の方
・情報教育に携わる方

資質・能力 振り返り教科横断的 成果と展望

手だて⑤：選択を委ねる

理由づける

資質・能力 振り返り教科横断的 成果と展望

きけんでもあり，よいところがあるものだ

手だて⑤：選択を委ねる

〇「プログラミングはきけんでもあり良いところがあ
るものだ」という結論が先にあった。

〇思いついた理由をどんどん付け足して説得力を
増やせるから

（授業中の聞き取りより）

資質・能力 振り返り教科横断的 成果と展望
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手だて⑤：選択を委ねる

資質・能力 振り返り教科横断的 成果と展望

手だて⑤：選択を委ねる
PMIチャートは１つの物にちがう視点で見られるし，３つに
意見を分けられるし，だめだったところや良かったところ，
おもしろかった所に分けられるからです。

でも，良かった所しかあまり思いつかなかったから，全ぜ
んちがうピラミッドチャートにしてみました。ピラミッドチャー
トはいろいろ意見を出してみて，その中から一つに意見を
しぼれるから，いいと思いました。だから，さいごは一番い
い意見がえらばれるということです。ピラミッドチャートの方
が，最後の意見を選びやすかったので良かったです。

（事後の質問紙による。原文ママ）

資質・能力 振り返り教科横断的 成果と展望

手だて⑤：選択を委ねる
PMIチャートは１つの物にちがう視点で見られるし，３つに
意見を分けられるし，だめだったところや良かったところ，お
もしろかった所に分けられるからです。

でも，良かった所しかあまり思いつかなかったから，全ぜ
んちがうピラミッドチャートにしてみました。ピラミッドチャート
はいろいろ意見を出してみて，その中から一つに意見をし
ぼれるから，いいと思いました。だから，さいごは一番いい
意見がえらばれるということです。ピラミッドチャートの方が，
最後の意見を選びやすかったので良かったです。

（原文ママ）

資質・能力 振り返り教科横断的 成果と展望



A分科会 研究発表Ⅱ 2021/2/19

15

ポイント２：振り返りの充実

事後の振り返りで，有効性を実感する習得期

有効性を根拠に，選択する選択活用期

そのことを評価し，有効な場合やそうでない場合を実感する選択活用期

必要に応じて選択する力

資質・能力 振り返り教科横断的 成果と展望

思考の見える化
（図式化，言語化）

自分で考えて，
問題解決できた。この考え方は

～な場面で使える。

主体的に問題解決する姿勢
プログラミング的思考を活用

教科横断的な取組

プログラミング的思考

手順を
最適化する力

問題解決の
方向性を考える力

資質・能力 振り返り教科横断的 成果と展望

・児童の思考過程が見える

→支援がしやすい

・児童の思考の見通しを立てやすい

・抽象化（焦点化，構造化）

→主張を確かなものに

→問題解決の方向性

次のサイクルが進めやすくなった

資質・能力 振り返り教科横断的 成果と展望
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・児童が要点をまとめて短文で

・児童が図を使った構造的な表現

資質・能力 振り返り教科横断的 成果と展望

児童の変化

学校全体での取り組み 例

資質・能力 振り返り教科横断的 成果と展望

低学年
習得：比べる，分類，広げる，順序だてる

高学年
選択活用：必要に応じて選ぶ

中学年
習得：理由づける，抽象化（構造化，焦点化），

多面的に見る
選択活用：比べる，分類，広げる，順序だてる

一人1台端末とのコラボレーション

共同編集機能

・全員が同時に思いを表現
・書いてから整理

・書き写さずとも一覧表示
・違う場所にいても

資質・能力 振り返り教科横断的 成果と展望
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問題解決能力を育む
プログラミング教育の在り方
～プログラミング的思考の教科横断的活用と振り返りを通して～

京都市総合教育センター研究課 研究員 木村祐太

令和２年度 第22回教育研究発表会

QRコードより
アンケートにご協力いただけると
幸いです。


